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令和５年度などの予算の審査内容は？

専門的に話し合われた内容は？

議員って普段どんなこと考えてるの？

予算特別委員会
常任委員会
一般質問

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会

（
３
月
議
会
）
が
、
２
月
17
日

か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
35
日
間

に
わ
た
り
開
か
れ
、
本
議
会
に

は
、
市
長
報
告
６
件
、
議
案
31

件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
各
議
案
に
つ
い

て
は
、
即
決
議
案
１
件
を
除
き
、

総
務
常
任
委
員
会
に
は
「
京
田

辺
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
７
件
、

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
に
は

「
京
田
辺
市
医
療
的
ケ
ア
児
等

支
援
連
絡
協
議
会
設
置
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
４
件
、

建
設
経
済
常
任
委
員
会
に
は

「
京
田
辺
市
土
採
取
の
規
制
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」
な
ど
６
件
の
議
案
の
審

査
が
付
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

委
員
会
で
慎
重
に
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
定
例
会
に
は
、
令

和
５
年
度
の
骨
格
予
算
を
審
査

す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
向
川

弘
委
員
長
、
岡
嶋
一
晃
副
委
員

長
を
は
じ
め
と
す
る
９
名
）
が

設
置
さ
れ
、
令
和
４
年
度
の
補

正
予
算
案
４
件
と
令
和
５
年
度

の
一
般
会
計
予
算
案
１
件
、
特

別
会
計
予
算
案
５
件
、
公
営
企

業
会
計
予
算
案
３
件
の
合
計
13

の
予
算
案
の
審
査
を
付
託
さ
れ
、

４
日
間
に
渡
り
、
部
局
別
審
査

並
び
に
総
括
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

最
終
日
の
３
月
23
日
に
は
、

上
程
さ
れ
た
議
案
の
採
決
が
行

わ
れ
、
全
て
の
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
２
月
１
日
発
行

の
京
田
辺
市
議
会
だ
よ
り
第

180
号
に
つ
き
ま
し
て
次
の
と

お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
８
ペ
ー
ジ
の
令
和
４
年
第

４
回
定
例
会
の
審
議
結
果
の

同
意
第
４
号
「
京
田
辺
市
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
」
の
「
賛
否
等
の
状

況
」
の
記
事
の
う
ち
、
市
民

と
と
も
に
歩
む
女
性
議
員
の

会
の
吉
高
裕
佳
子
議
員
と
無

会
派
の
南
部
登
志
子
議
員
の

賛
否
の
結
果
が

「
反
対
：
×
」
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
賛
成
：
〇
」
で
し
た
。

　
皆
さ
ま
に
は
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。
大
変
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

令和５年第１回定例会 第181号

国際自転車ロードレース
「ツアー・オブ・ジャパン京都ステージ」
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令和５年度の予算審査
　予算特別委員会は、３月定例会で次年度の予算や、今年度
の補正予算などの審査のために設置される委員会です。市な
どから提出された予算案（令和５年度は市長及び市議会議員
選挙があるため骨格予算）について、次の日程で集中的に審
査を行いました。

　予算特別委員会（向川弘委員長、岡嶋一晃副委員長、青木綱次郎、上田毅、
河本隆志、菊川和滋、田原延行、次田典子、橋本善之の委員で計９名）は、３月８日、
９日、１０日、１５日の４日間にかけて委員会を開催し、付託された令和５年度一般会計
を含め、１３件の予算案について審査を行いました。
　最終日には、６会派による総括審査を行った後、予算案を全て認定、可決しました。
審査を踏まえた会派別意見は４、５ページに掲載しています。
　主な審査内容は次のページに記載しています。また、二次元コードから会議の様
子を全て見ることができます。

予算特別委員会の開会

総
務
分
野
の

　
　
　
　
　
審
査

3
月
８
日

文
教
福
祉
分
野
の

　
　
　
　
　
審
査

3
月
9
日

建
設
経
済
分
野
の

　
　
　
　
　
審
査

3
月
10
日

総
括
審
査

3
月
15
日

骨格予算ってなあに？
人件費などの義務的経費を中心とした予算
のことだよ

家計で言うと、食費やローンの返済などの
絶対必要なお金のことだよ

選挙がある時は、新市長が誰になるかに
よって今後の予算の使い方が変わってくる
から必要な予算だけ決めておくんだよ

義務的経費？

選挙後に、新しい市長がやりたい新規事
業などの予算が提案されるんだね。
よくわかったよ

この二次元コードからも、４月に発行さ
れた広報ほっと京たなべに掲載されて
いる可決された予算等の詳しい内容を
見ることができます

● 使用済み紙おむつ回収費を補助
　使用済み紙おむつの回収・処分について、私立保育園・
こども園・小規模保育事業所での実施にかかる費用を補助
します。なお、市立保育所については、3月から回収・処
分を実施しています。【111万円】

● 美術公募展「京田辺市展」を
 バーチャル化
　芸術家の創作活動の振興と市民の観賞機会を提供する
ため、第7回京田辺市展を開きます。また、展覧会終了
後もインターネットで、自由な視点や角度から作品を鑑賞で
きるようにバーチャル美術館を導入します。【552万円】

● 小学校の校舎・体育館を改修
　学校施設長寿命計画に基づき、田辺小学校の北校舎
の改修のほか、薪小学校の体育館の床面改修や多目的ト
イレを新設します。【7億8,466万円】

●野外活動センターのトイレ改築と
 敷地拡張に向けて準備
　利用者が施設を快適に利用できるように、老朽化したト
イレ棟を改築します。また、同センターの敷地拡張に向け
て基本構想などを策定します。【6,283万円】

● 小学校に看護師を配置
　医療的ケア児を支援するため、市立小学校に看護師を
配置します。【588万円】

● 学校給食センターと各中学校に
 配膳室を整備
　令和6年度から市立中学校で給食がスタートできるよう
に、学校給食セン
ターの整備を進める
ほか、各中学校に
配送される給食を受
け入れる配膳室を
整備します。
【31億6,336万円】

● 綴喜古墳群の保存活用に向けた
 計画を策定
　国庫補助金を活用し、天理山古墳群・大住車塚古墳・
飯岡車塚古墳からなる国指定史跡「綴喜古墳群」の保存
活用計画を策定します。【1,165万円】

特集

 

令
和
５
年
度
予
算
と
主
な
事
業

問
合
せ
先
＝
財
政
課（
☎
64
・
１
３
１
２
）

　
令
和
５
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
４

月
に
市
長
選
挙
を
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
経
常
事
業
な
ど
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
と
し
ま
し
た
が
、
中
学
校
給
食
施
設
整
備
や

小
学
校
長
寿
命
化
な
ど
の
大
規
模
な
建
設
事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
、
過
去
最
大
と
な
る
総
額

３
２
５
億
１
千
万
円
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
※
金
額
は
概
数
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
推
進

　
今
年
度
は
第
４
次
総
合
計
画
ま
ち
づ
く
り
プ

ラ
ン
の
最
終
年
度
で
す
。
市
が
目
指
す
都
市
像

「
緑
豊
か
で
健
康
な
文
化
田
園
都
市
」の
実
現
に

向
け
、
計
画
に
掲
げ
る
事
業
を
着
実
に
進
め
て

い
き
ま
す
。
当
初
予
算
は
、
継
続
事
業
を
中
心

に
編
成
し
、
新
規
・
拡
充
事
業
は
原
則
と
し
て

市
長
選
挙
後
の
６
月
の
補
正
予
算
で
対
応
し
ま

す
。

厳
し
い
財
政
状
況
へ
の
対
応

　
大
規
模
な
建
設
事
業
に
よ
り
公
債
費（
借
入

の
返
済
）が
増
加
し
て
い
く
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
企
業
誘

致
や
中
小
企
業

の
活
性
化
、
ふ

る
さ
と
納
税
制

度
の
さ
ら
な
る

活
用
な
ど
に
よ

り
財
源
を
確
保

し
ま
す
。
ま

た
、
歳
出
面
で

は
、
田
辺
公
園

の
拡
張
整
備
に

「
公
募
設
置
管

理
制
度（Park-

PFI

）」を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
に
民
間
活
力
を
導
入
す
る
こ
と
で
運
営

経
費
を
縮
減
さ
せ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し

た
財
政
基
盤
を
確
立
し
ま
す
。

市
民
生
活
の
利
便
性
を
高
め
る
Ｄ
Ｘ
を
推
進

　
市
民
生
活
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
さ
ら
な
る
普
及
促
進
や
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
向
け
た
シ
ス
テ

ム
構
築
の
ほ
か
、
住
民
セ
ン
タ
ー
にW

i-Fi

（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）の
設
置
や
高
齢
者
の
デ
ジ
タ

ル
デ
バ
イ
ド（
情
報
格
差
）対
策
を
進
め
る
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン（
Ｄ
Ｘ
）を
推
進
し
ま
す
。

市税が4.6億円増 
　個人所得の増による市民税や、市内企業の設備投資に伴う固定資産税の
増収により、市税全体で4億6千万円増加（3.9％増）しました。

市債が11.8億円増 
　中学校給食施設整備事業や小学校長寿命化事業などの借入増により、市
債が11億8千万円増加（42.2％増）しました。
市税…市民税・固定資産税・軽自動車税など。国庫支出金…国から市に交付される
もの。市債…市が資金調達のために国や金融機関から借り入れるもの。地方交付
税…国税の一部を原資として、一定の基準により市に交付されるもの。府支出金…
府から市に対して交付されるもの。地方消費税交付金…地方消費税の一部が交付
されるもの。地方譲与税・交付金など…国や府に納めた税などの一部が交付される
もの。その他…公共施設の使用料や行政サービスに対する分担金など。

教育費が31.2億円増 
　中学校給食施設整備事業などにより、教育費が31億円2千万円増加
（79.0％増）しました。

総務費が11.6億円増 
　史跡広場整備事業などにより、総務費が11億6千万円増加（40.1%増）しました。

衛生費が8.9億円減 
　可燃ごみ広域処理施設の粗造成工事が完了したことにより、衛生費が8
億9千万円減少（28.7％減）しました。
民生費…子育て支援・高齢者福祉・障がい者福祉・生活保護など。教育費…小・中
学校教育、幼稚園、生涯学習など。総務費…文化・スポーツ振興、市税賦課徴収など。
土木費…道路・橋・公園などの整備や維持管理など。公債費…国や金融機関から借
りた市債の返済。衛生費…健康診査、予防接種、ごみ収集・処理など。消防費…消防・
救急・防災など。その他…議会費・労働費・農林水産費・商工費など。

新年度の主な事業　５つのキーワードでまちづくり

文化庁京都移
転記念として
特別賞を創設
します。

子育てしやすく未来を育む文化薫るまち

田辺小学校北校舎改修に伴い使用される仮設校舎 2基の前方後円墳と1基の前方後方墳からなる天理山古墳群

歳入
325億1千万円

歳出
325億1千万円

市税
120億3千万円
（37.0％）

民生費
117億9千万円
（36.3％）

教育費
70億6千万円
（21.7％）

総務費
40億6千万円
（12.5％）

土木費
25億4千万円
（7.8％）

公債費
22億9千万円
（7.0％）

衛生金
21億9千万円
（6.7％）

消防費
15億7千万円
（4.8％）

その他
10億円（3.1％）

国庫支出金
56億4千万円
（17.4％）

地方交付税
30億円
（9.2％）

府支出金
22億6千万円
（6.9％）

地方消費税交付金
17億1千万円
（5.2％）

地方譲与税・交付金など
7億円（2.1％）

その他
32億2千万円
（9.9％）

市債
39億6千万円
（12.2％）

歳入
325億1千万円

歳出
325億1千万円

市税
120億3千万円
（37.0％）

民生費
117億9千万円
（36.3％）

教育費
70億6千万円
（21.7％）

総務費
40億6千万円
（12.5％）

土木費
25億4千万円
（7.8％）

公債費
22億9千万円
（7.0％）

衛生金
21億9千万円
（6.7％）

消防費
15億7千万円
（4.8％）

その他
10億円（3.1％）

国庫支出金
56億4千万円
（17.4％）

地方交付税
30億円
（9.2％）

府支出金
22億6千万円
（6.9％）

地方消費税交付金
17億1千万円
（5.2％）

地方譲与税・交付金など
7億円（2.1％）

その他
32億2千万円
（9.9％）

市債
39億6千万円
（12.2％）

令和５年度当初予算　会計別歳出内訳

　区　　分　 予算額 前年度比
増減率

一 般 会 計 325億1,000万円 11.8
特 別 会 計 123億3,800万円 0.4
休 日 応 急 診 療 所 2,430万円 0.4
松 井 財 産 区 1,170万円 25.8
国 民 健 康 保 険 61億5,430万円 △1.3
介 護 保 険 49億  160万円 △0.1
後 期 高 齢 者 医 療 12億4,610万円 11.9
水 道 事 業 会 計 28億2,040万円 △1.8
公共下水道事業会計 27億9,090万円 △0.5
農業集落排水事業会計 1億2,420万円 14.5

　合　　計　 505億8,350万円 7.3

詳しくは、市ホームページをご覧ください。

文化・
教育

初日となる2月17日に開かれた市議会定例会の様子

令和５年度に実施する主な事業を、

５つのキーワードごとに紹介します。

3 2広報ほっと京たなべ │ 令和5（2023）年4月号 広報ほっと京たなべ │ 令和5（2023）年4月号

全戸配布されている
広報ほっと京たなべ４月号予算特集ページ
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予
算
特
別
委
員
会
は
、
専
門
的
な
内
容

を
分
野
別
に
審
査
し
ま
す
。

　
総
務
分
野
で
は
、
市
の
財
政
状
況
や
企

画
、
職
員
、
市
民
参
画
、
消
防
、
防
災
や

監
査
な
ど
に
関
す
る
こ
と
、
文
教
福
祉
分

部
局
別
審
査 

で

　
こ
ん
な
こ
と 野

で
は
、
学
校
や
保
育
所
・
幼
稚
園
、
社

会
教
育
、
福
祉
な
ど
に
関
す
る
こ
と
、
建

設
経
済
分
野
で
は
、
都
市
計
画
や
産
業
の

振
興
、
農
業
、
上
下
水
道
な
ど
に
関
す
る

こ
と
を
集
中
的
に
審
査
し
て
い
ま
す
。

が
審
査
さ
れ
ま
し
た

Q

A

子どもの医療費助成制度の拡充について、中
学生まで対象を広げてから９年が過ぎている。
府の子どもの医療制度拡充で補助金が増える
ことから、助成の対象を広げるべきではない
か。

府の制度拡充で助成金は増えるが、医療制度
の拡充は市の単独費用も増えることから、限
られた財源の中で持続可能な制度として、子
育て支援施策全般を総合的に考える中で検討
をしていきたい。

文教福祉  動画

Q

A

市職員の時間外労働や超過勤務が多いと考え
る。市民まつりなど大きなイベント時にはプ
ロジェクトチームの結成や、一時的なピーク
となる部署には応援態勢を組むなどの柔軟な
人的体制が必要ではないか。

時間外勤務については、勤怠システムの集計
の中で把握している。時間外の多い部署につ
いて、プロジェクトチームは一つの考え方で
はあるが、部署内応援態勢や会計年度職員の
任用などによる人的配置体制などの対処が必
要と考える。

総務  動画

Q

A

市は、ゼロカーボンシティを宣言されたが、
目に見える形で実績を示す必要があるがその
施策は。また、農水省は、水田の夏期中干し
期間延長によるメタンガス削減で、国認定の
Ｊ-クレジットの販売で農家の収入源となると
しているが市の考えは。

ゼロカーボンシティ実践に向けた取り組みと
して、気候変動市民会議の開催やハンドブッ
ク作成等と、住宅用蓄電池や雨水タンク設置
などの家庭向けエコ支援を実施。水田の中干
し延長によるJ-クレジットの販売については、
先進事例の研究とＪＡとの協議を通して検討
したい。

建設経済  動画
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自民一新会

骨格予算でも市民本位の予算を
Check！

　市長選挙を控えた中での令和5年度予算編成であり、新規事業には一定の留保も見
られるが、子どもから高齢者まで幅広い施策の展開が図られている。
　アフターコロナをも見据えた住民福祉の向上を基本理念に、すべての市民にやさしい
ユニバーサルデザインに配慮したまちづくりが重要である。
　また、第4次総合計画に定める計画期間が中盤に差し掛かり、この間の進捗管理と今
後の施策展開には、積極的な取り組みが重要である。
　変動激しい社会にあって自民一新会としても中央との太いパイプのもと、国の新規情
報収集と財源確保に努めたい。

日本共産党京田辺市議会議員団

暮らし守り新幹線延伸に反対を
Check！

　現在の京田辺市政のあり方は、市民の暮らしを守るという点でも、国からの自主
性を発揮するという点でも不十分。この間、国保税４年連続引上げ、国保人間ドック
補助金の縮小、下水道料金１.４倍引上げ、野球場等スポーツ施設利用料の２５％
アップ、小中学校修学旅行費補助の廃止、身体障害者更生援助費の縮小など、負
担増が続いた。
　その一方で巨額の地元負担が予想される北陸新幹線延伸計画、松井山手周辺
の新幹線新駅設置には「将来の発展要素」と位置付け、早期整備を求め推進する
立場だ。国に追随する姿勢はきっぱりと改め、市民の立場にたって中止を求めるべ
きだ。

ＮＥＸＴ京田辺

希望に満ち夢あるまちづくりを
Check！

　天理山古墳の史跡指定をきっかけに、幼少期からまちの自然や文化、歴史に触れ、
心の豊かさを育めるようハード・ソフト両面の施策を。次世代投資の観点から、子ど
もたちが望むスポーツ競技を網羅的に支援する施策を求む。
　消防や水道、建設等、専門的な人材が必要な部署においては、技術面などの伝
達・継承・人材育成と合わせて、切れ目のない採用が重要である。
　学校等、老朽化の著しい施設改修の在り方や、日々の修繕を包括的に管理する
委託を行うとともに、幼稚園、留守家庭児童会への登園管理システムを導入され、
職員が担当する市民サービスに集中して取り組めるよう求める。

会派からの意見
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公明党

保育所待機児童の解消対応策を
Check！

　令和５年度一般会計当初予算に関し、特に教育費では３１億２千万増の７０億６
千万円、建設事業費においても、子ども施策に係わる工事費が多々計上され、約３２
億円の予算計上されている事及び幼稚園等の教材費７００円の負担軽減をした事
を評価する。
　中学校給食センターの整備について給食費の徴収システムを導入するに当り公
会計化で徴収を行う事は、教職員の手間を軽減でき推奨する。
　中学校給食に続き、小学校も公会計化に移行できるよう速やかに検討を願う。
　保育所の待機児童が解消できるよう対応策を。
　子育て施策に対し適切に対応され、今後も更に様々な課題の解決を要望する。

日本維新の会

全世代への施策と物価高対策を
Check！

　厳しい財政の中、中学校給食や行政のオンライン化、無線環境整備、スマホ教室
拡充、子育てプレゼント継続など公明党が要望した事業が盛り込まれた予算編成を
評価する。
　市内経済と物価高騰対策では今後、国の交付金の積み増しを活用し、ポイント還
元を再度実施すべき。中学校給食は物価上昇への対応と共に、見学会や試食会な
どで安全衛生や美味しさの周知を。
　出産子育て応援事業で妊婦への伴走支援に加え夫へも支援を。安心して子育て
できるよう子ども医療費助成を高校まで拡充すべき。予防接種事業で高齢者の帯
状疱疹ワクチン接種費用助成を。市内全域に自主防災組織を設置せよ。

市民とともに歩む女性議員の会

高齢者など弱者への施策充実を
Check！

　山手幹線の大住ケ丘付近での拡幅で生活道路に影響しないように右折禁止や
歩行者信号の時間を延ばすなどの措置を取るべきだ。
　ボランティア団体などで活動する高齢者が減ってきている。団体の解散などを考え
ているところもある。何にも携わっていない高齢者がここ5年で75%ぐらいになって
いる。ボランティア団体への補助に早く取り組むべきだ。
　夜間中学設置に向けて「ニーズがない」と言う京都府教委に対して協議会の設置
を市長も含めて強く要請するべきだ。ポットラックも利用頻度が低い。
　少なくとも大型事業への財政投入が市民サービス圧迫しないようにするべきだ。

総括審査
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今定例会に上程された議
案等のうち、専門分野ごとに審議・審査
を行うため、本会議において、各常任委
員会に付託される議案等に対する審査等
が行われます。
　本市議会には、総務常任委員会・文教
福祉常任委員会・建設経済常任委員会が
設置されています。

その主な内容について、
お知らせします。
※各委員長から提出された要約原稿を掲
載しています。

LIVE 会議の様子を中継しています

京田辺市議会では会議の様子をインターネットで
録画配信も行っています。

検　索京田辺市  議会中継

スマートフォンでも
視聴できますよ

委員会での審査結果
議案第６号・第７号・第８号・第13号・第16号については賛成全員で、
議案第２号・第３号については賛成多数で可決すべきものと決定

●議案第２号　京田辺市債権管理条例の制定について

第４条２項において、債務者の資力等の状況を考慮することとしており、離職・病気などの理由など相談時
　には十分配慮した対応をする。

法律等に基づいた適正な債権管理を進め、公平な市民負担を実現するための制定であるが、一方で強制的な
　対応とならないか。

主な質疑内容

問

答

●議案第３号　京田辺市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について

デジタル格差の解消に向け、スマホ講習会等の開催を行っていく中で点検検証する。
高齢者にとっては、困難を伴うと推測する。サポート体制の構築が必要ではないか。問

答
●議案第６号　京田辺市個人情報保護条例の一部改正について

国の法では開示決定期限を30日以内となっているが、本市現行条例の１４日以内を適用した。その他において
　も現行条例を引用している箇所もある。

国の個人情報保護制度の見直しに伴い、改正するものであるが国の法との相違点はあるか。問
答

●議案第７号　京田辺市の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

農業委員会、農地利用最適化推進委員は、主に活動時間と活動範囲の見直しによるものである。
スポーツ推進委員においては、今日まで謝礼としていたものを報酬に変更するものである。

改正する委員会及びその考え方は。問
答

総務常任委員会 付託議案 議案  第２号・第３号・第６号・第７号
　　  第８号・第13号・第16号

常任委員会の審議内容
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文教福祉常任委員会 付託議案 議案  第４号・第５号
　　  第９号・第10号

委員会での審査結果
議案第11号・第12号・第14号・第15号は賛成全員で、
議案第17号・第18号は賛成多数で可決すべきものと決定

建設経済常任委員会 付託議案 議案  第11号・第12号・第14号
　　  第15号・第17号・第18号

●議案第11号　京田辺市土採取の規制に関する条例の一部改正について
●議案第12号　京田辺市土砂等による埋立て等の規制に関する条例の一部改正について
●議案第14号　京田辺市開発行為等の手続等に関する条例の一部改正について
　（以上の３議案はいずれも宅地造成等規制法の一部改正により所要の改正を行うもの）
●議案第15号　京田辺市都市公園条例の一部改正について
　（民間の開発行為により設置された公園追加と、特定非営利活動法人の名称変更に伴い所要の改正）

●議案第17号　令和２・３・４年度継続施行可燃ごみ広域処理施設敷地粗造成工事請負契約の一部変更契約について
　（工事発生土の選別作業処理等により30,468,900円の増加で契約金額1,333,832,500円となるもの）

今回の変更が最終である。
これまで何度も工事変更契約されているが今回が最後と認識してよいか。

主な質疑内容

問
答
●議案第18号　京田辺市道路線の認定について
　（民間の開発行為により設置された道路を道路法の規定に基づき路線認定するもの）

道路には安全が確保され都市計画法上も適合している。
行き止まり道路や避難通路の形状など安全・安心の観点で開発指導は適正か。問

答

●議案第４号　京田辺市医療的ケア児等支援連絡協議会設置条例の制定について

医療的ケア児及びその家族に対する支援に係わる関係機関などが、継続的に協議を行うことを目的として
協議会を設置するために提案。この協議会を運営するなかで、それぞれの関係機関との連携が図られていく。

所管部署や情報収集方法の確認、市外の医療機関との連携や学校などの受入体制はどうか。

主な質疑内容

問
答

●議案第５号　こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関
　する条例の制定について

事業者が主体であるが市も努力を行う。
連携施設の確保に関してはどういう認識か。問

答

●議案第９号　京田辺市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

国のガイドラインを参考にしながら、それぞれの留守家庭児童会と調整を行う。
計画の策定に関し策定にあたっての市の支援はどのように考えているか。問

答

委員会での審査結果
付託を受けた４議案は賛成全員で可決すべきものと決定
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三
山
木
小
学
校
児
童
数
増

加
に
伴
う
教
育
活
動
へ
の
影
響
や
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
確
保
策
に
つ
い
て
。

早
期
に
近
隣
の
田
畑
を
貸
借
し
令

和
５
年
２
学
期
の
利
用
を
。

　
大
き
な
道
路
を
横

断
し
な
く
て
済
む
場
所
が
最
適
。

議
員
の
意
見
も
踏
ま
え
、
早
急
に

整
備
で
き
る
よ
う
事
務
を
進
め
る
。

田
辺
中
学
校
生
徒
数
偏
在

に
つ
い
て
、
田
辺
中
は
各
学
年
８

ク
ラ
ス
、
生
徒
数
約
９
０
０
人
規

模
。
体
育
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
に

支
障
が
生
じ
危
惧
し
て
い
る
。
培

良
中
は
６
・
７
ク
ラ
ス
分
の
余
裕

が
あ
る
が
、
教
育
委
員
会
に
中
学

校
区
再
編
に
向
け
た
認
識
を
問
う
。

校
区
変
更
を
見
据
え
早
急
に
対
策

を
。

　
田
辺
中
学
校
生
徒

数
の
増
加
・
培
良
中
学
校
生
徒
数

の
減
少
は
、
短
期
的
解
決
す
べ
き

課
題
。
学
校
選
択
制
度
の
導
入
を

検
討
す
る
。
学
校
教
育
審
議
会
か

ら
４
年
度
内
に
中
間
答
申
を
い
た

だ
き
具
体
策
検
討
。
偏
在
解
消
対

策
を
進
め
る
。

三
山
木
地
区
リ
サ
イ
ク
ル

作
業
騒
音
問
題
・
違
法
建
築
問
題

に
つ
い
て
、
身
体
的
及
び
精
神
的

に
計
り
知
れ
な
い
苦
痛
が
生
じ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
執
行
部
に
問
う
。

　
府
・
関
係
諸
官
庁

と
情
報
共
有
、
連
携
を
行
い
是
正

に
向
け
た
対
応
を
実
施
す
る
。

　
事
業
所
に
対

し
行
政
指
導
文
書
の
発
出
。
経
営

陣
へ
の
電
話
連
絡
や
面
会
に
よ
り

府
と
連
携
し
改
善
を
求
め
て
い
く
。

民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
申
請
サ
ポ

ー
ト
も
検
討
し
て
い
る
。　
　
　

森
林
環
境
の
保
全
に
対
す

る
認
識
と
今
後
の
取
り
組
み
に
対

す
る
考
え
方
は
。

　

　
森
林
の
持
つ

環
境
保
全
機
能
や
水
源
涵
養
な
ど

公
益
的
機
能
の
維
持
が
重
要
。
今

後
は
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
整
備
や
、

自
然
林
も
含
め
た
森
林
の
状
況
把

握
に
努
め
、
関
係
者
の
意
見
も
聞

き
、
森
林
保
全
の
指
針
を
定
め
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
施

策
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

市
営
大
住
霊
園
に
お
け
る

使
用
権
消
滅
の
対
応
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

　

　
承
継
さ
れ
る

人
が
い
な
い
状
況
に
あ
る
墳
墓
地

は
１
件
。
６
年
度
以
降
、
墳
墓
地

の
使
用
権
の
取
り
消
し
に
係
る
手

続
を
他
市
町
の
対
応
事
例
な
ど
を

参
考
に
事
務
を
進
め
る
。
同
様
の

事
例
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
他
市

町
に
お
け
る
対
策
事
例
な
ど
の
研

究
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

市議会議員が市に対して、将来の方針、政策の内
容や執行の状況などを直接質問するものです。
行政に関することのほか、地域の生活に密接してい
ることなど多岐にわたる質問がされていますよ。
みなさんの身近なことがらについての質問がされて
いるかもしれません。
※議員から提出された原稿を掲載しています。
　用語の解説は文末に記載しています。

　
　
　
市
長
と
し
て
も
１
期
目
の

最
終
の
令
和
５
年
３
月
議
会
で
あ

る
。
今
後
の
本
市
の
未
来
を
真
剣

に
考
え
、
我
々
会
派
が
考
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、

市
長
と
し
て
の
次
期
へ
の
決
意
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
を
問
う
。

　
　
　
　
次
の
４
年
間
も
私
が
先

頭
に
立
ち
、
市
民
の
皆
様
方
と
と

も
に
、
み
ん
な
が
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、

４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
市
長
選

挙
に
お
い
て
２
期
目
を
目
指
す
こ

と
を
決
意
し
、
市
民
の
信
託
を
受

け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
中
学
校
の
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　
市
教
育
委
員
会
に

お
い
て
は
、
市
長
部
局
と
情
報
共

有
に
努
め
る
と
と
も
に
、
実
施
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
一
休
ケ
丘
地
域
の
市
道
長

尾
谷
大
欠
線
道
路
改
良
事
業
及
び

天
王
地
域
の
市
道
道
路
改
良
事
業

に
つ
い
て
、
遅
れ
る
こ
と
な
く
早

期
に
進
め
て
ほ
し
い
と
い
う
地
域

か
ら
の
声
も
あ
る
。
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

　

　
市
道
長
尾
谷
大
欠

線
道
路
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
在
通
学
路
と
な
っ
て
い
る
西
側

歩
道
の
拡
幅
等
の
工
事
を
進
め
て

い
る
。
４
月
末
を
め
ど
に
工
事
を

完
了
す
る
予
定
。
天
王
地
域
の
道

路
改
良
事
業
は
、
３
年
度
に
拡
幅

し
た
箇
所
に
加
え
、
さ
ら
に
そ
の

両
側
区
間
で
の
拡
幅
整
備
を
進
め

る
計
画
で
あ
る
。
現
在
、
地
元
区

や
関
係
地
権
者
と
協
議
を
重
ね
実

施
設
計
を
順
次
進
め
て
い
る
。

　
問　
２
０
２
３
年
５
月
下
旬
に

施
行
さ
れ
る
「
盛
土
規
制
法
」
は
、

危
険
な
盛
土
を
全
国
一
律
の
基
準

で
包
括
的
に
規
制
す
る
も
の
で
、

知
事
が
規
制
区
域
を
指
定
し
、

「
仮
置
き
」
な
ど
も
含
め
て
区
域

内
で
行
う
盛
土
を
許
可
の
対
象
と

し
安
全
基
準
を
設
定
し
、
検
査
等

が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
規
制

区
域
指
定
を
市
全
域
に
行
う
よ
う
、

府
知
事
に
申
し
出
を
す
べ
き
。

　
区
域
指
定
に
あ
た

り
府
が
地
形
、
地
質
な
ど
の
基
礎

調
査
を
実
施
す
る
。
そ
の
結
果
を

確
認
し
た
上
で
、
市
と
し
て
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
た
い
。

大
住
ケ
丘
地
域
の
旧
汚
水

処
理
場
跡
地
を
、
住
民
の
た
め
の

公
共
施
設
な
ど
に
有
効
活
用
を
。

　
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
や
児
童
館
、
こ
ど
も
園
な

ど
公
共
施
設
整
備
の
際
に
候
補
地

と
な
っ
て
き
た
。
既
存
施
設
撤
去

に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
他
、
強

度
不
足
で
地
上
部
分
も
使
い
に
く

い
。
今
後
も
公
共
施
設
整
備
の
際

に
は
必
要
に
応
じ
検
討
す
る
。

「
小
学
校
プ
ー
ル
の
あ
り

方
検
討
事
業
」
と
し
て
田
辺
小
プ

ー
ル
授
業
が
市
内
民
間
施
設
で
行

わ
れ
た
。
そ
の
評
価
と
課
題
、
及

び
今
後
の
計
画
は
。

　
田
辺
小
２
年
生
、

５
年
生
で
水
泳
授
業
を
民
間
施
設

で
実
施
し
、
雨
天
時
で
も
予
定
通

り
で
き
、
専
門
性
を
持
っ
た
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
も
好

評
だ
っ
た
。
令
和
５
年
度
は
、
新

た
に
田
辺
公
園
プ
ー
ル
、
北
部
地

域
の
民
間
施
設
を
実
施
場
所
に
加

え
、
田
辺
小
全
学
年
と
、
草
内

小
・
田
辺
東
小
・
薪
小
・
大
住

小
・
松
井
ケ
丘
小
の
２
年
生
、
５

年
生
の
２
学
年
で
試
行
す
る
予
定
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普

及
促
進
の
市
民
・
本
市
行
政
事
務

に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
基
盤
と
し
て
ど
の
よ
う
な

活
用
を
図
る
の
か
、
更
な
る
普
及

促
進
策
は
。　
　
　
　
　

　
市
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
行
政
手
続
き
、

住
民
票
の
写
し
や
各
種
証
明
書
類

な
ど
を
取
得
、
健
康
保
険
証
と
し

て
利
用
す
る
な
ど
。
本
市
の
行
政

事
務
で
は
、
今
後
オ
ン
ラ
イ
ン
化

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
本
人

確
認
を
行
う
大
変
重
要
な
基
盤
と

な
る
。
現
在
、
本
市
で
は
８
割
近

く
の
人
が
申
請
済
み
だ
が
、
令
和

５
年
度
に
も
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
、
地
域
に
密
接
し
た
各
住

問

問

問問

問 問

問

問

市
長

市
長

教
育
部
長

建
設
部
長

経
済
環
境
部
長

企
画
政
策
部
長

経
済
環
境
部
長

建
設
部
長

教
育
部
長

問

一般質問を見てみよう
市議会議員の

３
月
定
例
会
・
一
般
質
問

久
保　

典
彦 

議
員　

自
民
一
新
会

市
長
と
し
て
の
次
期
へ
の
決
意
は

青
木　

綱
次
郎 

議
員　

共
産
党

盛
土
規
制
法
施
行
へ
市
の
対
応
は

片
岡　

勉 

議
員　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
京
田
辺

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進



9

三
山
木
小
学
校
児
童
数
増

加
に
伴
う
教
育
活
動
へ
の
影
響
や
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
確
保
策
に
つ
い
て
。

早
期
に
近
隣
の
田
畑
を
貸
借
し
令

和
５
年
２
学
期
の
利
用
を
。

　
大
き
な
道
路
を
横

断
し
な
く
て
済
む
場
所
が
最
適
。

議
員
の
意
見
も
踏
ま
え
、
早
急
に

整
備
で
き
る
よ
う
事
務
を
進
め
る
。

田
辺
中
学
校
生
徒
数
偏
在

に
つ
い
て
、
田
辺
中
は
各
学
年
８

ク
ラ
ス
、
生
徒
数
約
９
０
０
人
規

模
。
体
育
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
に

支
障
が
生
じ
危
惧
し
て
い
る
。
培

良
中
は
６
・
７
ク
ラ
ス
分
の
余
裕

が
あ
る
が
、
教
育
委
員
会
に
中
学

校
区
再
編
に
向
け
た
認
識
を
問
う
。

校
区
変
更
を
見
据
え
早
急
に
対
策

を
。

　
田
辺
中
学
校
生
徒

数
の
増
加
・
培
良
中
学
校
生
徒
数

の
減
少
は
、
短
期
的
解
決
す
べ
き

課
題
。
学
校
選
択
制
度
の
導
入
を

検
討
す
る
。
学
校
教
育
審
議
会
か

ら
４
年
度
内
に
中
間
答
申
を
い
た

だ
き
具
体
策
検
討
。
偏
在
解
消
対

策
を
進
め
る
。

三
山
木
地
区
リ
サ
イ
ク
ル

作
業
騒
音
問
題
・
違
法
建
築
問
題

に
つ
い
て
、
身
体
的
及
び
精
神
的

に
計
り
知
れ
な
い
苦
痛
が
生
じ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
執
行
部
に
問
う
。

　
府
・
関
係
諸
官
庁

と
情
報
共
有
、
連
携
を
行
い
是
正

に
向
け
た
対
応
を
実
施
す
る
。

　
事
業
所
に
対

し
行
政
指
導
文
書
の
発
出
。
経
営

陣
へ
の
電
話
連
絡
や
面
会
に
よ
り

府
と
連
携
し
改
善
を
求
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
マ
ス
ク
に
つ
い

て
。
㋐
教
育
委
員
会
の
対
応
は
。

㋑
弊
害
や
影
響
の
認
識
は
。

　

　
㋐
卒
業
式
は
児
童

・
生
徒
・
教
職
員
は
基
本
的
に
マ

ス
ク
着
用
不
要
等
の
旨
を
各
学
校

へ
通
知
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
国

で
検
討
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
に
基

づ
き
対
応
。
㋑
都
度
、
外
す
指
導

も
し
て
お
り
、
特
に
弊
害
は
な
い
。

ご
み
減
量
化
と
資
源
化
。

㋐
紙
ご
み
の
回
収
状
況
は
。
㋑
使

用
済
み
天
ぷ
ら
油
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
考
え
は
。
㋒
刈
り
草
、
落
ち
葉

の
堆
肥
化
を
提
案
。
現
在
の
回
収

状
況
は
。
㋓
各
学
校
か
ら
出
る
ご

み
の
把
握
は
。
㋔
各
学
校
・
園
で

の
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
状
況
は
。

　
㋐
月
１
回
直

接
回
収
し
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
、
ま

た
自
治
会
・
子
ど
も
会
で
再
生
資

源
集
団
回
収
事
業
を
し
て
い
る
。

㋑
現
在
、
一
般
廃
棄
物
ご
み
処
理

基
本
計
画
改
定
作
業
中
で
あ
り
、

ご
み
減
量
化
推
進
審
議
会
で
議
論

さ
れ
る
と
考
え
る
。
㋒
現
在
は
燃

や
す
ご
み
で
回
収
し
焼
却
す
る
。

　

　
㋓
把
握
し
て
な
い
。

㋔
１
園
を
除
き
可
燃
ゴ
ミ
で
処
理
。

緑
の
基
本
計
画
改
定
。
㋐

進
捗
状
況
は
。
㋑
街
区
公
園
の
管

理
運
営
は
。
㋒
誰
で
も
集
え
る
居

場
所
と
し
て
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公

園
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、

ヒ
コ
ー
キ
公
園
で
の
計
画
は
。

　
㋐
令
和
４
年
度
か

ら
、
２
回
審
議
会
を
開
催
、
ま
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
た
。

今
後
原
案
策
定
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
予
定
。
㋑
同
計

画
の
改
定
と
合
わ
せ
検
討
す
る
。

㋒
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
更
新

を
計
画
し
、
５
年
度
当
初
予
算
で

測
量
設
計
費
を
計
上
し
て
い
る
。

問

問 問

問

教
育
部
長

教
育
部
長

京
田
辺
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画

の
策
定
を
は
じ
め
、
デ
ジ
タ
ル
に

触
れ
る
市
民
が
増
え
て
い
る
現
在
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
情

報
伝
達
の
効
率
化
や
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
地
域
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
、

区
・
自
治
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
促

進
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
出

て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
は
、

仕
事
が
増
え
る
の
で
は
な
く
、
業

務
の
効
率
化
が
進
み
、
稼
働
が
減

り
、
稼
働
が
減
る
こ
と
で
時
間
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
。
情
報
伝
達

の
効
率
化
や
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は
急
務
で
あ

る
が
、
市
の
考
え
は
。
　
国
の
交
付
金

を
活
用
し
、
令
和
４
年
度
は
保
育

現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業
と
し

て
、
大
住
こ
ど
も
園
等
で
の
登
校

園
児
管
理
シ
ス
テ
ム
や
出
欠
管
理

シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
よ
る
利
便

性
向
上
等
に
資
す
る
事
業
、
５
年

度
は
行
政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
住
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め

の
事
業
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

　
区
・
自
治
会
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
活
用

し
た
自
治
会
の
う
ち
、
地
域
Ｉ
Ｃ

Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
し
た
自
治
会
か
ら
継
続
的

な
支
援
を
望
む
声
が
あ
る
こ
と
は

市
と
し
て
も
十
分
把
握
し
て
い
る
。

区
・
自
治
会
が
ど
の
よ
う
な
デ
ジ

タ
ル
化
を
望
ま
れ
る
か
に
つ
い
て

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
国
・
府

な
ど
の
取
り
組
み
も
注
視
し
、
検

討
し
て
い
く
。

重
度
障
が
い
の
方
々
の
生

活
を
支
援
で
き
る
事
業
所
・
介
護

士
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
。

障
が
い
の
程
度
が
重
度
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
ご
家
族
は
24
時
間
体

制
で
介
護
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の

負
担
は
非
常
に
大
き
い
。
市
と
し

て
、
吸
引
や
胃
ろ
う
が
で
き
る
介

護
士
の
育
成
に
努
め
よ
。

　
介
護
の
人
材

不
足
は
大
き
な
課
題
。
国
か
ら
も

市
の
責
任
で
、
と
い
う
方
向
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
裾
野
を

広
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
。
㋐
５

類
に
移
行
す
る
こ
と
で
国
か
ら
の

支
援
が
な
く
な
る
た
め
、
介
護
事

業
所
に
影
響
が
出
る
。
小
規
模
ほ

ど
深
刻
。
対
策
を
。
㋑
市
長
や
議

員
・
特
別
職
の
報
酬
削
減
を
。

　
㋐
国
か
ら
の

方
針
は
ま
だ
な
い
が
、
医
療
機
関

で
受
診
し
や
す
く
な
る
た
め
、
発

熱
段
階
で
の
判
断
が
早
く
な
り
、

問

問

介
護
に
入
る
条
件
が
広
が
る
。

　

　
㋑
市
長
の
給
与
は
、

海
外
景
気
の
下
振
れ
リ
ス
ク
や
物

価
高
騰
に
よ
る
市
財
政
へ
の
影
響

を
注
視
す
る
。
議
員
の
報
酬
削
減

は
議
会
で
議
論
を
。

関
西
学
研
都
市
と
連
携
を

深
め
、
ア
バ
タ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
に
努
め
よ
。

　
市
の
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
る
。

新
田
辺
駅
東
地
区
の
ス
ー

パ
ー
が
閉
店
し
た
こ
と
を
受
け
、

週
に
１
回
移
動
ス
ー
パ
ー
が
来
る

こ
と
に
な
っ
た
。
荒
天
日
や
今
後

の
暑
さ
対
策
を
求
め
る
声
が
強
い
。

ま
た
、
回
数
を
増
や
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
市
の
支
援
を
求
め
る
。

　
事
業
者
が
行

な
う
べ
き
。

問問

問

親
子
近
居
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
を
問
う
。

　
他
の
計
画
の

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
子
世
帯
で
は
、

親
世
帯
が
近
く
に
住
ん
で
い
る
と

非
常
に
安
心
感
が
あ
る
と
の
声
が

あ
る
。
親
世
帯
の
意
見
で
は
、
同

居
よ
り
も
別
居
の
子
ど
も
に
介
護

を
頼
っ
て
い
る
と
の
回
答
が
多
い
。

別
居
で
近
く
に
住
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
が
、
お
互
い
生
活
の
リ
ズ

ム
を
保
持
し
な
が
ら
支
援
し
て
い

く
意
味
で
は
非
常
に
あ
っ
て
い
る

か
と
思
っ
て
い
る
。

第
４
回
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の
効
果
を
問

う
。
　
事
業
者
や
、
商
工
会
か

ら
、
顧
客
と
売
上
の
増
加
の
声
を

頂
い
て
い
る
。
還
元
額
は
、
令
和

５
年
２
月
15
日
時
点
の
速
報
値
で

約
７
４
０
０
万
円
と
な
り
、
過
去

最
大
の
経
済
効
果
を
見
込
ん
で
い

る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
な
ど
の
、
今
後
の
消

費
喚
起
策
を
問
う
。

　
大
変
大
き
な
予
算
を
伴

う
事
業
の
た
め
、
国
・
府
の
施
策
、

社
会
経
済
状
況
を
注
視
し
た
上
で

適
時
検
討
す
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
の
還
元
率
や
対
象
事

業
者
の
設
定
基
準
を
問
う
。

　
本
事
業
の
趣

旨
は
、
当
初
よ
り
市
内
中
小
企
業

の
支
援
に
主
眼
を
置
き
、
支
援
の

効
果
が
市
内
中
小
店
舗
に
し
っ
か

り
届
く
よ
う
実
施
し
て
き
た
。
一

回
当
た
り
の
還
元
上
限
額
は
、
多

く
の
店
舗
を
繰
り
返
し
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
設
定
し
た
。

問

問 問

教
育
部
長

経
済
環
境
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
長

総
務
部
長

市
民
部
長

建
設
部
長

問問

問

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

経
済
環
境
部
長

市
長

市
長

健
康
福
祉
部
長

経
済
環
境
部
長

建
設
部
長

経
済
環
境
部
長

吉
高 

裕
佳
子 

議
員　

市
民
・
女
性
の
会

子
ど
も
へ
の
マ
ス
ク
の
影
響
と
対
応

長
田　

和
也 

議
員　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
京
田
辺

親
子
近
居
に
つ
い
て
市
の
認
識
は

上
田　

毅 

議
員　

日
本
維
新
の
会

三
山
木
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
確
保
策

榎
本　

昂
輔 

議
員　

自
民
一
新
会

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

南
部　

登
志
子 

議
員　

無
会
派

重
度
障
が
い
支
援
の
介
護
士
増
や
せ
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ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練
を
。

　
効
果
的
な
訓
練

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

児
童
・
生
徒
が
学
校
に
合

わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
学
校
が
子

ど
も
に
合
わ
せ
る
教
育
環
境
を
。

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
視
点
に
立
っ
た
学
校
教
育

を
推
進
す
る
。

て
い
る
。

　

　
今
後
も
相
談
し
や
す
い

体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
。
女
性
相

談
ル
ー
ム
な
ど
で
も
繰
り
返
し
く

る
方
に
は
、
お
困
り
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
丁
寧
に
お
聞
き
す
る
。

保
育
所
等
の
職
員
配
置
の

国
基
準
は
国
際
的
に
も
貧
し
過
ぎ

る
劣
悪
な
も
の
。
４
・
５
歳
の
配

置
基
準
は
制
定
以
来
70
年
以
上
、

１
歳
・
２
歳
・
３
歳
児
の
配
置
基

準
も
50
年
以
上
改
善
が
さ
れ
て
い

な
い
。
保
育
現
場
の
実
態
に
見
合

わ
な
い
現
在
の
配
置
基
準
で
は
、

子
ど
も
の
発
達
保
障
は
お
ろ
か
、

安
全
さ
え
守
れ
な
い
。
国
の
基
準

以
上
の
職
員
配
置
を
独
自
に
進
め

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
保
育
士

の
確
保
と
と
も
に
、
市
の
保
育
士

配
置
基
準
の
見
直
し
を
求
め
る
。

　
配
置
基
準
に

つ
い
て
は
国
で
も
議
論
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
動
向

に
注
視
し
な
が
ら
適
切
に
判
断
し

て
い
く
。

補
聴
器
は
保
険
適
用
外
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
的
な
も
の

で
も
片
耳
で
５
万
〜
30
万
円
と
高

額
で
あ
る
。
高
齢
者
の
生
活
を
支

援
し
、
社
会
参
加
を
促
進
す
る
補

聴
器
購
入
助
成
を
中
等
度
の
難
聴

者
に
対
し
て
も
拡
充
を
。

　
市
独
自
の
補

聴
器
購
入
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

女
性
が
過
ご
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
た
め
に
、
公
共
施
設

や
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
同
じ
よ
う

に
生
理
用
品
の
設
置
を
求
め
る
。

　

　
児
童
・
生
徒
の
様

子
や
家
庭
の
状
況
を
把
握
す
る
と

い
う
教
育
相
談
の
観
点
を
重
視
し
、

保
健
室
で
養
護
教
諭
か
ら
提
供
し

三
山
木
小
学
校
児
童
数
増

加
に
伴
う
教
育
活
動
へ
の
影
響
や
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
確
保
策
に
つ
い
て
。

早
期
に
近
隣
の
田
畑
を
貸
借
し
令

和
５
年
２
学
期
の
利
用
を
。

　
大
き
な
道
路
を
横

断
し
な
く
て
済
む
場
所
が
最
適
。

議
員
の
意
見
も
踏
ま
え
、
早
急
に

整
備
で
き
る
よ
う
事
務
を
進
め
る
。

田
辺
中
学
校
生
徒
数
偏
在

に
つ
い
て
、
田
辺
中
は
各
学
年
８

ク
ラ
ス
、
生
徒
数
約
９
０
０
人
規

模
。
体
育
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
に

支
障
が
生
じ
危
惧
し
て
い
る
。
培

良
中
は
６
・
７
ク
ラ
ス
分
の
余
裕

が
あ
る
が
、
教
育
委
員
会
に
中
学

校
区
再
編
に
向
け
た
認
識
を
問
う
。

校
区
変
更
を
見
据
え
早
急
に
対
策

を
。

　
田
辺
中
学
校
生
徒

数
の
増
加
・
培
良
中
学
校
生
徒
数

の
減
少
は
、
短
期
的
解
決
す
べ
き

課
題
。
学
校
選
択
制
度
の
導
入
を

検
討
す
る
。
学
校
教
育
審
議
会
か

ら
４
年
度
内
に
中
間
答
申
を
い
た

だ
き
具
体
策
検
討
。
偏
在
解
消
対

策
を
進
め
る
。

三
山
木
地
区
リ
サ
イ
ク
ル

作
業
騒
音
問
題
・
違
法
建
築
問
題

に
つ
い
て
、
身
体
的
及
び
精
神
的

に
計
り
知
れ
な
い
苦
痛
が
生
じ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
執
行
部
に
問
う
。

　
府
・
関
係
諸
官
庁

と
情
報
共
有
、
連
携
を
行
い
是
正

に
向
け
た
対
応
を
実
施
す
る
。

　
事
業
所
に
対

市
長
が
着
任
し
て
か
ら
市

職
員
に
よ
る
持
続
化
給
付
金
不
正

受
給
や
廃
小
型
家
電
抜
き
取
り
や

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
入
園
申
込

デ
ー
タ
紛
失
な
ど
の
不
祥
事
が
続

発
し
て
い
る
。
綱
紀
粛
正
の
徹
底

を
す
る
べ
き
だ
。

　
痛
恨
の
極
み
だ
。
指
摘

に
つ
き
何
が
で
き
る
か
考
え
な
が

ら
や
っ
て
い
く
。

持
続
化
給
付
金
不
正
受
給

に
つ
い
て
も
重
要
な
点
は
議
会
に

報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
言
葉
だ
け

の
綱
紀
粛
正
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

　
管
理
職
が
職
員
の

服
務
規
律
厳
守
を
指
導
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
５
類
引
き
下

げ
に
伴
う
マ
ス
ク
な
ど
の
扱
い
を

含
め
市
民
は
不
安
を
持
っ
て
い
る
。

市
も
支
援
を
継
続
す
る
べ
き
だ
。

　
急
激
な
医
療

負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
市
の
担
う

役
割
を
検
討
す
る
。

同
志
社
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部

と
連
携
し
て
イ
ン
ド
へ
の
職
員
派

遣
を
決
定
し
た
が
同
大
運
動
部
わ

い
せ
つ
事
件
な
ど
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
の
か
。
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
同
大

ラ
グ
ビ
ー
部
の
事
業
が
き
っ
か
け

で
イ
ン
ド
の
国
会
議
員
か
ら
の
招

待
に
基
づ
く
地
域
間
交
流
。

子
ど
も
３
人
の
家
庭
の
給

食
費
負
担
は
家
計
の
食
費
の
20
％

弱
に
の
ぼ
る
。
少
子
化
対
策
と
し

て
も
給
食
費
の
無
償
化
を
せ
よ
。

　
物
価
高
騰
の
中
で

も
値
上
げ
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

子
ど
も
の
数
は
減
っ
て
い

る
が
不
登
校
生
の
比
率
は
小
中
学

生
と
も
国
を
上
回
っ
て
い
る
。
夜

間
中
学
の
早
期
設
置
を
せ
よ
。

　
引
き
続
き
府
教
委

に
要
請
し
て
い
く
。

し
行
政
指
導
文
書
の
発
出
。
経
営

陣
へ
の
電
話
連
絡
や
面
会
に
よ
り

府
と
連
携
し
改
善
を
求
め
て
い
く
。

問問問

　
問　
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

無
償
化
に
つ
い
て
、
市
の
単
費
約

２
３
３
０
万
円
、
当
初
予
算
の
約

０
．
07
％
で
拡
充
で
き
る
が
ど
う

か
。

そ
の
部
分
に

つ
い
て
拡
充
を
す
る
か
と
い
う
こ

と
も
含
め
て
、
ト
ー
タ
ル
で
今
後

検
討
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
に
苦
し
む
中
小

企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

　
業
種
を
問
わ
ず
売
上
高
が
減
少

し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
、
事

業
継
続
に
要
す
る
経
費
（
燃
料
費
、

光
熱
水
費
、
原
材
料
費
、
人
件
費
、

事
務
所
等
の
家
賃
）
に
幅
広
く
活

用
で
き
る
補
助
制
度
を
創
設
す
べ

き
。

　
ば
ら
ま
き
的

な
も
の
で
は
な
く
、
成
長
性
や
持

続
性
に
つ
な
が
る
も
の
に
、
今
後

も
支
援
を
続
け
る
。

義
務
教
育
の
無
償
を
う
た

っ
た
憲
法
第
26
条
を
踏
ま
え
、
学

校
給
食
費
を
無
償
に
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。
　
京
都
府
市
長
会
を

通
じ
て
、
国
の
負
担
に
お
い
て
一

律
で
給
食
費
の
無
償
化
や
補
助
制

度
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
み
を

要
望
し
て
い
る
。

同
志
社
山
手
地
内
の
市
道

南
田
辺
狛
田
中
央
線
（
奥
駒
ケ
谷

公
園
〜
や
す
ら
ぎ
保
育
園
・
北

側
）
に
お
い
て
、
自
転
車
歩
行
者

専
用
道
路
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン

グ
が
段
差
と
な
り
危
険
で
あ
る
。

　
地
質
調
査
を
行
う
な
ど
原
因
を

明
ら
か
に
し
、
適
切
な
修
繕
対
策

を
講
じ
る
べ
き
。
　
現
在
、
有
効
な
修

繕
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
る
。

問

問問

問

問

問経
済
環
境
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

問

安
全
性
を
高
め
る
た
め
に

市
は
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
導

入
を
考
え
て
い
る
か
。

　
市
の
共
通
管
理
車
は
更

新
時
に
合
わ
せ
設
置
す
る
計
画
。

ご
み
収
集
車
は
令
和
５
年
度
３
台

設
置
す
る
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設

置
時
に
防
犯
啓
蒙
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
付
し
「
な
が
ら
見
守
り
」
に
よ

り
犯
罪
抑
止
効
果
を
高
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
認
識
は
。

　
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
導
入
の
際
「
搭
載
中
」

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
出
し
た
い
。

　
犯
罪
防
止
の
観
点

か
ら
活
用
で
き
る
と
考
え
る
。
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

凄
惨
な
事
件
や
凶
悪
な
事

件
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
計
画
を
進

め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
現
時
点
で
48
基

が
稼
働
、
残
り
20
カ
所
程
度
追
加

設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

自
治
会
等
か
ら
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
要
望
に
対
し
補
助
金
が

必
要
と
考
え
る
が
市
の
認
識
は
。

　
現
在
ま
で
に
設

置
に
向
け
て
の
話
は
な
い
。

交
通
量
の
多
い
信
号
機
が

付
い
て
い
な
い
横
断
歩
道
の
照
明

を
明
る
く
す
る
な
ど
安
全
対
策
が

急
務
と
考
え
る
が
市
の
認
識
は
。

　
警
察
で
把
握
さ
れ

て
い
る
交
通
事
故
の
履
歴
を
調
査

し
有
効
な
場
所
の
把
握
に
努
め
る
。

高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
幅

広
い
支
援
が
必
要
だ
と
考
え
る
が

市
の
認
識
は
。
　
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
は
、
国
の
方
で
も
児
童

手
当
の
年
齢
拡
大
を
含
め
て
検
討

さ
れ
て
い
る
の
で
見
て
い
き
た
い
。

問問

問問問

問

問問問 市
民
部
長

市
民
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

市
長

　
問　
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
高

校
卒
業
ま
で
拡
大
を
す
べ
き
。

　
子
育
て
支
援

策
全
般
を
総
合
的
に
見
て
、
効
果

的
な
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

市
独
自
の
給
付
型
奨
学
金

制
度
や
、
返
還
支
援
を
す
べ
き
。

　
府
の
制
度
な

ど
の
周
知
を
図
る
。

デ
ジ
タ
ル
格
差
解
消
の
た

め
の
高
齢
者
の
ス
マ
ホ
教
室
に
つ

い
て
。
㋐
デ
ジ
タ
ル
推
進
委
員
な

ど
の
指
導
者
の
拡
充
を
。
㋑
身
近

で
学
べ
る
場
所
に
も
拡
充
を
。

　
㋐
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
講
師
の
育
成
に

努
め
る
。
㋑
常
磐
苑
と
宝
生
苑
を

拡
大
。
出
張
型
を
区
・
自
治
会
が

公
民
館
等
で
さ
れ
た
場
合
、
実
費

の
２
分
の
１
補
助
を
実
施
予
定
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
、
市
独
自
助
成
を
す
べ
き
。

　
定
期
接
種
化

を
検
討
中
、
国
の
動
向
を
注
視
。

問問問

問

教
育
部
長

建
設
部
長

総
務
部
長

教
育
部
長

健
康
福
祉
部
長

こ
ど
も
政
策
監

市
長

経
済
環
境
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

危
機
管
理
監

危
機
管
理
監

建
設
部
長

市
長

市
長

岡
本　

亮
一 

議
員　

共
産
党

高
校
卒
業
ま
で
医
療
費
の
無
償
化
を

増
富　

理
津
子 

議
員　

共
産
党

難
聴
者
補
聴
器
購
入
の
助
成
拡
充
を

次
田　

典
子 

議
員　

市
民
・
女
性
の
会

職
員
の
綱
紀
粛
正
を

河
田　

美
穂 

議
員　

公
明
党

医
療
費
助
成
を
高
校
ま
で
拡
大
を

田
原　

延
行 

議
員　

自
民
一
新
会

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
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ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練
を
。

　
効
果
的
な
訓
練

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

児
童
・
生
徒
が
学
校
に
合

わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
学
校
が
子

ど
も
に
合
わ
せ
る
教
育
環
境
を
。

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
視
点
に
立
っ
た
学
校
教
育

を
推
進
す
る
。

三
山
木
小
学
校
児
童
数
増

加
に
伴
う
教
育
活
動
へ
の
影
響
や
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
確
保
策
に
つ
い
て
。

早
期
に
近
隣
の
田
畑
を
貸
借
し
令

和
５
年
２
学
期
の
利
用
を
。

　
大
き
な
道
路
を
横

断
し
な
く
て
済
む
場
所
が
最
適
。

議
員
の
意
見
も
踏
ま
え
、
早
急
に

整
備
で
き
る
よ
う
事
務
を
進
め
る
。

田
辺
中
学
校
生
徒
数
偏
在

に
つ
い
て
、
田
辺
中
は
各
学
年
８

ク
ラ
ス
、
生
徒
数
約
９
０
０
人
規

模
。
体
育
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
に

支
障
が
生
じ
危
惧
し
て
い
る
。
培

良
中
は
６
・
７
ク
ラ
ス
分
の
余
裕

が
あ
る
が
、
教
育
委
員
会
に
中
学

校
区
再
編
に
向
け
た
認
識
を
問
う
。

校
区
変
更
を
見
据
え
早
急
に
対
策

を
。

　
田
辺
中
学
校
生
徒

数
の
増
加
・
培
良
中
学
校
生
徒
数

の
減
少
は
、
短
期
的
解
決
す
べ
き

課
題
。
学
校
選
択
制
度
の
導
入
を

検
討
す
る
。
学
校
教
育
審
議
会
か

ら
４
年
度
内
に
中
間
答
申
を
い
た

だ
き
具
体
策
検
討
。
偏
在
解
消
対

策
を
進
め
る
。

三
山
木
地
区
リ
サ
イ
ク
ル

作
業
騒
音
問
題
・
違
法
建
築
問
題

に
つ
い
て
、
身
体
的
及
び
精
神
的

に
計
り
知
れ
な
い
苦
痛
が
生
じ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
執
行
部
に
問
う
。

　
府
・
関
係
諸
官
庁

と
情
報
共
有
、
連
携
を
行
い
是
正

に
向
け
た
対
応
を
実
施
す
る
。

　
事
業
所
に
対

し
行
政
指
導
文
書
の
発
出
。
経
営

陣
へ
の
電
話
連
絡
や
面
会
に
よ
り

府
と
連
携
し
改
善
を
求
め
て
い
く
。

問問

　
問　
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
高

校
卒
業
ま
で
拡
大
を
す
べ
き
。

　
子
育
て
支
援

策
全
般
を
総
合
的
に
見
て
、
効
果

的
な
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

市
独
自
の
給
付
型
奨
学
金

制
度
や
、
返
還
支
援
を
す
べ
き
。

　
府
の
制
度
な

ど
の
周
知
を
図
る
。

デ
ジ
タ
ル
格
差
解
消
の
た

め
の
高
齢
者
の
ス
マ
ホ
教
室
に
つ

い
て
。
㋐
デ
ジ
タ
ル
推
進
委
員
な

ど
の
指
導
者
の
拡
充
を
。
㋑
身
近

で
学
べ
る
場
所
に
も
拡
充
を
。

　
㋐
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
講
師
の
育
成
に

努
め
る
。
㋑
常
磐
苑
と
宝
生
苑
を

拡
大
。
出
張
型
を
区
・
自
治
会
が

公
民
館
等
で
さ
れ
た
場
合
、
実
費

の
２
分
の
１
補
助
を
実
施
予
定
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
、
市
独
自
助
成
を
す
べ
き
。

　
定
期
接
種
化

を
検
討
中
、
国
の
動
向
を
注
視
。

危
機
管
理
監

教
育
長

賛否が分かれた議案のうち、個々の賛否について掲載。（賛成：〇、反対：×、欠席：－、退席：□）
※松村博司議員は議長職のため、表決権はありません。賛否等の状況

議
案
番
号
等

議
決
結
果

自民一新会

※

議 1

議 2

議 3

議17

議18

議19

議22

議23

議26

議27

議28

議29

議30

意 1

意 2

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

否決

否決

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

×

×

×

〇

×

〇

×

×

×

×

×

×

×

〇

〇

×

×

×

〇

×

〇

×

×

×

×

×

×

×

〇

〇

×

×

×

〇

×

〇

×

×

×

×

×

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

×

×

×

×

×

〇

×

×

×

〇

×

×

〇

〇

×

〇

〇

×

〇

×

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

×

〇

×

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

ＮＥＸＴ京田辺 日本共産党京田
辺市議会議員団

日本維
新の会 公明党

無
会
派

市民ととも
に歩む女性
議員の会

南
部
登
志
子

吉
高
裕
佳
子

次
田
典
子

向
川　

弘

河
田
美
穂

上
田　

毅

秋
月
健
輔

増
富
理
津
子

岡
本
亮
一

青
木
綱
次
郎

長
田
和
也

菊
川
和
滋

河
本
隆
志

片
岡　

勉

橋
本
善
之

田
原
延
行

久
保
典
彦

岡
嶋
一
晃

榎
本
昂
輔

松
村
博
司

上程された全ての議案の審議結果は次のページに掲載しています

子育て支援医療費  受給者証

Ｊ
|
ク
レ
ジ
ッ
ト（
３
ペ
ー
ジ
）

　
Ｊ
|
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
や
森

林
経
営
な
ど
の
取
組
み
に
よ
る
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
量
や

吸
収
量
を
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
し

て
国
が
認
証
し
運
営
し
て
い
る
制

度
。
　
本
制
度
を
活
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
創
出
し
、
ま
た
、
創
出
さ
れ

た
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
を
通
じ
、

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
積
極
的
な

取
組
み
の
P
R
を
行
う
こ
と
な
ど

が
で
き
る
。

森
林
環
境
譲
与
税（
８
ペ
ー
ジ
）

　
森
林
環
境
税
は
令
和
６
年
度
か

ら
国
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
に
対

し
て
課
税
さ
れ
る
国
税
で
１
人
年

額
千
円
。
国
か
ら
都
道
府
県
や
市

町
村
に
対
し
て
譲
与
さ
れ
る
税
金

を
森
林
環
境
譲
与
税
と
い
う
。
間

伐
な
ど
の
適
切
な
森
林
整
備
が
各

地
方
団
体
で
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

市
町
村
で
は
森
林
整
備
及
び
そ
の

促
進
に
関
す
る
費
用
に
使
用
で
き

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

（
11
ペ
ー
ジ
）

　
「
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
デ
ザ

イ
ン
」
「
み
ん
な
に
や
さ
し
い
デ

ザ
イ
ン
」
と
い
う
意
味
で
、
年
齢
、

性
別
、
文
化
、
身
体
の
状
況
な
ど
、

人
々
が
持
つ
個
性
や
違
い
に
か
か

わ
ら
ず
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、

暮
ら
し
や
す
い
社
会
と
な
る
よ
う
、

ま
ち
や
建
物
、
も
の
、
し
く
み
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
て
い
こ

う
と
す
る
考
え
方
の
こ
と
。

用
語
の
解
説



審議の結果を報告します
議案番号等

意見
書案

発議

議案

件名 採決状況

賛成多数

賛成多数

賛成多数

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

賛成多数

賛成多数

賛成多数

全員賛成

全員賛成

賛成多数

賛成多数

全員賛成

全員賛成

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

全員賛成

全員賛成

賛成少数

賛成少数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1

1

2

京田辺市の特別職の職員で常勤のものの給与の特例に関する条例の制定

債権管理条例の制定

情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定

医療的ケア児等支援連絡協議会設置条例の制定

個人情報保護条例の一部改正

京田辺市の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

国民健康保険事業財政調整基金に関する条例の一部改正

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

土採取の規制に関する条例の一部改正

土砂等による埋立て等の規制に関する条例の一部改正

国民健康保険条例の一部改正

開発行為等の手続等に関する条例の一部改正

都市公園条例の一部改正

一町田多目的運動広場設置条例の一部改正

令和２・３・４年度継続施行可燃ごみ広域処理施設敷地粗造成工事請負契約の一部変更契約

京田辺市道路線の認定

令和４年度京田辺市一般会計補正予算（第９号）

令和４年度京田辺市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和４年度京田辺市介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和４年度京田辺市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和５年度京田辺市一般会計予算

令和５年度京田辺市休日応急診療所特別会計予算

令和５年度京田辺市松井財産区特別会計予算

令和５年度京田辺市国民健康保険特別会計予算

令和５年度京田辺市介護保険特別会計予算

令和５年度京田辺市後期高齢者医療特別会計予算

令和５年度京田辺市水道事業会計予算

令和５年度京田辺市公共下水道事業会計予算

令和５年度京田辺市農業集落排水事業会計予算

京田辺市議会の個人情報の保護に関する条例の制定

「安保３文書」の撤回と大幅な軍事費拡大の中止を求める意見書

原子力発電所の建替えや運転期間延長などの新方針撤回を求める意見書

こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に
関する条例の制定

議決結果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

否決

否決

来期の予定：5月中に改選後の初議会を開催し、役職人事を決定する予定です。
6月定例会 ： 6月9日開会　20日代表質問　22、23、26日一般質問　28日総務常任委員会　29日文教福祉常任委員会
30日建設経済常任委員会 7月10日閉会　6月2､7日 7月4､6日議会運営委員会　※日程は変更になる場合があります。

京田辺市議会だより　発行/京田辺市議会　編集/京田辺市議会広報広聴特別委員会　発行日/令和５年4月29日　
〒610-0393 京都府京田辺市田辺８０番地　https://www.city.kyotanabe.lg.jp　☎0774-64-1380　FAX0774-63-4782

※賛否の状況は、前ページに記載しています。
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